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何ができる？ 現在の研究成果

本研究では、双方向変換機構（双方向モ
デル変換言語と環境）を構築することにより、
ソフトウェアの構成手法とソフトウェアの発
展手法との関係を科学的に解明し、発展的
ソフトウエアを開発するための新しい方法
論を確立することを目指す。

・モデル変換言語 UnQL+の提案・実装
・自動双方向化の枠組（双方向グラフ代数）
の理論的検討およびプロトタイプ実装
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モデル駆動によるソフトウエア開発過程

双方向モデル変換によるソフトウエア進化

双方向機構導入

変換を適用する前後のモデルが共存してそれぞ
れ発展する。あるモデルに加えた変更を正しく、
自動的に他のモデルに伝播し、システムの一貫
性を保証。人手による逆変換の個別対応を排除
することで高信頼化・生産性向上を実現する。

双方向モデル変換機構

研究課題

A 双方向化可能な範囲の拡大および、
その静的検証

B 双方向モデル変換プログラムの
開発支援環境の構築

C ソフトウェア開発過程に向けた
双方向モデル変換基盤の構築と評価
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1: 変更目的に
もっとも適した
モデルを構成

3: 元のモデルへ
正しく変更を伝搬

2: ソフトウェア
の発展

双方向変換言語: UnQL+

SQL風の構文 (select ～ where ～ 等) を持ち、
グラフ代数に基づく、双方向化可能なモデル
変換言語。例:

replace {Table:$t} by {Key:$k}
where   {Fields.Key: $k} in $t, $t in $db, …
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